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令和元年度１号
Vol.136 公益社団法人　秋田県看護協会会報

●令和元年度会員数　6,796名（R1.6 .25現在）保健師 216名 ／ 助産師 315名 ／ 看護師 6,140名 ／ 准看護師 125名



秋田県副知事　堀井 啓一 氏

会長　髙島 幹子

名誉会員証贈呈式
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通常総会令和元年度 秋田県看護協会

プログラムプログラム

秋田県副知事　堀井 啓秋田県副知事 堀井 啓

会長　髙島 幹子会長 髙島 幹子

名誉会員証贈呈式

9：10 開場・オリエンテーション
9：30 総会・開会宣言

物故会員への黙とう　10名
会長挨拶　髙島　幹子
来賓祝辞　秋田県副知事 堀井　啓一氏
　　　　　秋田県医師会会長 代理 副会長 小泉ひろみ氏
　　　　　秋田県病院協会会長 代理 副会長 小野　　剛氏
来賓紹介
秋田県看護協会会長表彰　受賞者　130名
受賞者謝辞　代表　五代儀　明美氏（北秋田市民病院）

10：25 議長団選出
長門江利子氏 ／ 髙橋　千春氏 ／ 安藤　宏子氏
総会成立宣言
議事録署名人　川越 智氏 ／ 佐々木ひとみ氏
選挙管理委員及び選挙立会人の指名

10：30 報告事項
１.平成30年度理事会・常務会報告
２.平成30年度日本看護協会理事会報告
３.平成30年度事業報告
４.令和元年度秋田県看護協会重点事項並びに事業計画
５.令和元年度収支予算

11：50 決議事項
第１号議案　平成30年度決算（案）について
第２号議案　令和元年度改選役員及び推薦委員の選出（案）について
第３号議案　令和２年度日本看護協会代議員及び予備代議員の選出（案）について
第４号議案　名誉会員の承認について（案）

12：20 名誉会員証贈呈
12：25 議長団解任

新役員紹介　新役員挨拶
旧役員への謝辞　旧役員挨拶
日本看護協会歌斉唱「光　求めて」

12：45 閉会
14：00 特別講演

テーマ　「医療における倫理」
講　師　千葉大学大学院看護研究科 病院看護システム管理学 教授　手島　恵氏

15：00 講演終了

●開 催 日 時 令和元年6月20日（木）9：30～15：30
●開 催 場 所 秋田県総合保健センター ２階 大会議室
●正会員総数 6,756名（令和元年6月20日現在）
●定　　　数 3,378名（正会員の過半数）
●出　席　者 ９時20分現在　正会員数 290名　
 委任出席 5,682名　合計 5,972名
 10時30分現在　正会員数 303名
 委任出席 5,812名　合計 6,115名
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令和元年度　役 員 名 簿

役　職　名 氏　　名 職種 施　設　名　等

理　
　
　

事

会 長 髙　島　幹　子 看 秋田県看護協会
副 会 長 佐　藤　道　子 保 在宅（秋田市）
副 会 長 戸　蒔　高　子 助 在宅（にかほ市）
常 務 理 事 吹　谷　由美子 看 秋田県看護協会

会 　 計 佐々木　澄　子 看 由利本荘医師会立
由利本荘看護学校

教 　 育 大　塚　悦　子 看 秋田県看護協会
保 健 師 職 能 鹿子沢　真由美 保 秋田市役所
助 産 師 職 能 篠　田　玲　子 助 マミーケア シノダ
看護師職能Ⅰ 鈴　木　節　子 看 在宅（秋田市）
看護師職能Ⅱ 豊　嶋　直　美 看 リンデンバウム いずみ
鹿 角 地 区 阿　部　真理子 看 かづの厚生病院
大 館 地 区 金　田　真紀子 看 大館市立扇田病院

●推薦委員会
氏　　名 職種 施　設　名

土　門　美紀子 看 本荘第一病院
石　田　和　子 看 大館市立総合病院
鈴　木　幸　美 看 能代厚生医療センター
吉　田　菜穂子 看 男鹿みなと市民病院
佐　藤　孝　子 看 町立羽後病院

●選挙管理委員会 ★印：委員長

氏　　名 職種 施　設　名

★高　田　真喜子 助 市立角館総合病院
木　村　めぐみ 看 かづの厚生病院
坂　本　　　望 看 地域医療機構　秋田病院
嵯　峨　千　春 看 土崎病院
須　藤　成　子 看 由利組合総合病院

特 別 講 演

「医療における倫理」
千葉大学大学院看護研究科

病院看護システム管理学　教授
手　島　　　恵 氏

プロフィール：2001年より千葉大学教授。日本看護協会「看護者の倫
理綱領」「看護業務基準」の改定
「臨床倫理委員会設置とその活用の指針」の作成にかかわった。
2006 年から文部科学省大学教育改革補助金特色GPを得て「課題プロ
ジェクトによる看護管理能力の開発」に取り組んだ。この取組みから
ヒントを得て、看護のためのポジティブマネジメントを医学書院から
出版し、2018年には第２版を刊行。2015年に日本生命倫理学会の第27
回年次大会長を務めた。2018年10月から国際看護師協会倫理綱領改
訂委員に就任。

私達看護職は忙しさや便利さなどを理由に、大事にし
ていた何かを忘れていないか、医療従事者として患者と
暖かい関係を持ち、本来私達が持っていたケアを行うこ
とが必要だと語られた。
また、看護職を長く続けていくために、一人一人が価値
観を持ち、お互いの価値観の違いを尊重して差別などの
他を傷つける行動を防ぐ必要があることや、人は人のキャ
リアを止める権利はなくそれぞれに伸びるタイミングがあ
り色 な々可能性があることが語られた。

テ
ー
マ

役　職　名 氏　　名 職種 施　設　名　等

理　
　
　

事

北秋田地区 五代儀　明　美 助 北秋田市民病院
能代・山本地区 日　沼　ゆかり 助 能代厚生医療センター

秋田臨海地区 伊　藤　真紀子 看 秋田県立循環器・
脳脊髄センター

由利本荘・にかほ地区 畠　山　光　世 看 由利本荘医師会病院
大仙・仙北地区 佐　藤　幸　子 看 市立角館総合病院
横手地区 遠　藤　まゆみ 看 市立大森病院
湯沢・雄勝地区 佐　藤　友　子 看 雄勝中央病院
准看護師 高　橋　順　子 准 市立田沢湖病院
監　　　事 川　村　啓　子 看 杉山病院
監　　　事 井　上　よしえ 看 在宅（秋田市）
監　　　事 三　浦　昭　彦 （株）秋田中央ビルディング

●理事・監事
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在宅（秋田市）

佐藤　道子

副会長として３期目を務めさせていただきます。
看護職の役割はさらに拡大し、同時に大きな期
待がよせられています。看護職の皆さんを支える協
会活動として、保健・医療・福祉の協働と連携の
視点を大切にしながら、役割を果たしていきたいと
思います。

能代厚生医療センター

日沼ゆかり

今年度から、能代山本地区理事を務めさせてい
ただくことになりました。
地域の皆様へ貢献できるよう会員の皆様と活動
を頑張っていきたいと思います。
明るく元気に楽しく頑張りたいと思います。
皆さまよろしくお願いいたします。

北秋田市民病院

五代儀明美

この度、北秋田地区の理事を務めさせて頂くこ
とになりました。会員数が少ない地域ではありま
すが、会員の皆様と交流を図りながら楽しく活動
していきたいと思います。皆様のご協力を宜しく
お願い致します。

豊嶋　直美

地域包括ケアシステムの推進に伴い、医療と生
活の場を行き来できる看護職に期待される役割を
発揮できるように、地域の声・皆さまの声を集約
し課題に取り組んでいきたいと思います。ご協力
よろしくお願いいたします。

秋田県看護協会

大塚　悦子

この度、教育理事を務めさせていただくことに
なりました。
自律した専門職として、生涯にわたり自己研鑽
とキャリア開発に努める看護職に、充実した教育
支援ができるよう努めて参ります。
どうぞよろしくお願いいたします。

副 会 長

能代・山本地区理事北秋田地区理事

看護師職能理事 教育理事

社会福祉法人いずみ会
リンデンバウムいずみ
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マミーケア シノダ

篠田　玲子

助産師職能理事として３期目を務めさせていただ
くことになりました。
令和という新しい時代、秋田県の将来を担う母子
のために助産師が専門性を発揮できるよう「助産師
の資質向上」を目指し、委員会活動を推進していき
たいと思います。どうぞよろしくお願いします。

私たち保健師には、世界に類を見ない少子高齢、
人口減少の時代の中で、地域特性に応じた専門性
の高い活動が求められています。「みる・つなぐ・
動かす」という保健師活動の原点に振り返り、皆
様とともに職能委員会活動を進めたいと思いま
す。

秋田県立循環器・脳脊髄センター

伊藤真紀子

この度、秋田臨海地区理事を務めさせていただ
くことになりました。
会員数の多い臨海地区支部でありますが、協会
と連携を図りながら円滑な支部活動を進めていき
たいと思います。どうぞよろしくお願いいたしま
す。

株式会社秋田中央ビルディング

三浦　昭彦

この度、外部監事として協会に加わることにな
りました。銀行勤務の経験を基盤として、皆様の
ご指導を賜りながら、客観的・第三者的な立場で
監事の職務について、公正かつ適正な監事業務に
努めて参ります。よろしくお願いいたします。

大館市立扇田病院

金田真紀子

この度、大館地区理事を拝命いたしました。大
役であり不安と緊張でいっぱいですが、地区支部
の活動を通して地域に貢献できるよう、微力なが
ら尽力して参りたいと思います。よろしくお願い
致します。

秋田市役所

鹿子沢真由美

かづの厚生病院

阿部真理子

この度、鹿角地区理事を務めさせて頂くことに
なりました。
看護協会と支部の連携、地区支部活動の充実と
地域貢献ができるよう努めて参ります。役員の皆
様はじめ、会員の皆様からのご指導とご協力をよ
ろしくお願いいたします。

助産師職能理事保健師職能理事

秋田臨海地区理事 監　事

 大館地区理事鹿角地区理事
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令和元年度　常任・特別委員会名簿

委員会名 委　員　名 職種 所 属 施 設 名

広 報
委 員 会

渡辺　　　新 看 市立角館総合病院

小貫　　孝輔 看 中通リハビリテーション病院

一ノ関　郁也 看 外旭川病院

村山　　裕子 看 土崎病院

大原　美華子 看 秋田厚生医療センター

本戸　　正子 看 市立大森病院

三浦　美香子 看 能代厚生医療センター

看護制度
委 員 会

★石井　　広美 看 杉山病院

安部　留美子 看 能代厚生医療センター

小田嶋ひとみ 看 市立横手病院

菊地　　朱美 看 秋田県循環器・脳脊髄センター

石山　みさお 看 協和病院

看護学会
委 員 会

★柴田　　　守 看 しらかみ看護学院  

京野　　順子 看 秋田市医師会立秋田看護学校

菊地　由紀子 看 秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻

備前　由紀子 看 市立秋田総合病院

渡邊　　正樹　　保 日本赤十字秋田看護大学　　　

今野　麻衣子 看 秋田大学医学部附属病院

小松　かおり 看 秋田赤十字病院

村上　　裕子 看 中通総合病院

認定看護
管 理 者
教育運営
委 員 会

★山岡　ふき子 看 秋田赤十字病院

小松　　順子 看 秋田大学医学部附属病院

保坂　るり子 看 中通総合病院

成田　　尚子 看 秋田県循環器・脳脊髄センター

田口　　牧子 看 秋田しらかみ看護学院

大塚　　悦子 看 秋田県看護協会

重川　美紀子 看 秋田県看護協会

災害看護
委 員 会

★高橋　美紀子 看 平鹿総合病院

熊谷　　洋子 看 秋田厚生医療センター　

三浦　久留美 看 秋田県立リハビリテーション・精神医療センター

木嶋　しげ子 看 由利組合総合病院

成田　久美子 看 市立秋田総合病院

訪問看護
推 進
委 員 会

★石川　セツ子 看 在宅（秋田市）

菅原　久美子 看 北秋田市民病院

石川　　知子 看 在宅（横手市）

鎌田　百合子 看 中通訪問看護ステーション

菊地　富貴子 看 訪問看護ステーションあきた

医療・看護
安 全
委 員 会

★石川　　桂美 看 秋田緑ヶ丘病院

原田　　悦子 看 能代山本医師会病院

吉川　　智子 看 平鹿総合病院

小松　由美子 看 杉山病院

高橋　真理子 看 大曲厚生医療センター
秋 田 県
看 護 協 会
創立70周年
記 念 事 業
編纂委員会

★福田　　幸子 看 在宅（横手市）

石川　セツ子 看 在宅（秋田市）

小野　　康子 看 在宅（由利本荘市）

委員会名 委　員　名 職種 所 属 施 設 名

保 健 師
職 能
委 員 会

★鹿子沢真由美 保 秋田市役所

若松　香奈子 保 仙北市役所

柴田　　仁美 保 秋田県精神保健福祉センター

播摩　　優子 保 日本赤十字秋田看護大学

田口　貴久子 保 男鹿市保健福祉センター

未　　　　定 保 秋田県庁人事課

助 産 師
職 能
委 員 会

★篠田　　玲子 助 マミーケア シノダ

安田　　　葵 助 能代厚生医療センター

櫻庭　　真澄 助 大館市立総合病院

石川　ひとみ 助 秋田大学医学部附属病院

堀井　　聡子　 助 秋田赤十字病院

佐藤　　有子 助 由利組合総合病院

看 護 師
職 能
委 員 会

★鈴木　　節子 看 在宅（秋田市）

豊嶋　　直美 看 リンデンバウムいずみ

吉田　　牧子 看 雄勝中央病院

佐藤　　典子 看 秋田厚生医療センター

澤田　　瑞木 看 由利本荘医師会病院

戸沢　　晴美 看 大曲厚生医療センター

髙橋　まゆみ 看 市立横手病院

野口　千代美 准 本荘第一病院

辻　　　宏子 看 在宅（秋田市）

石井　久美子 看 グループホーム赤とんぼ

看護労働
環境改善
委 員 会

★伊藤　　栄子 看 中通総合病院

佐々木　玲子 看 由利組合総合病院

鹿島　さおり 看 市立秋田総合病院

内藤　由美子 看 能代山本医師会病院

小柳　ルミ子 看 湖東厚生病院

加藤　　節子 看 藤原記念病院

教育研修
委 員 会

樋渡　佳代子 看 雄勝中央病院

日景　美佳子 看 大館市立総合病院

菅原　真紀子 看 地域医療機能推進機構秋田病院

苗代沢　美紀 助 かづの厚生病院

武石　　美香 看 秋田大学医学部附属病院

三浦　　洋子 看 秋田赤十字病院

半田　明日香 看 湖東厚生病院

三浦　　与子 看 由利本荘医師会立由利本荘看護学校

渋谷　　裕美 看 秋田県循環器・脳脊髄センター

堀江　美智子 看 秋田県立リハビリテーション・精神医療センター

伊藤　　郁子 助 由利組合総合病院

高橋　　清美 看 大曲厚生医療センター

進藤　　陽子 看 平鹿総合病院

高橋　　芳枝 看 特別養護老人ホーム　真昼荘

三浦　　明美 看 秋田厚生医療センター

広 報
委 員 会

★藤島　　一也 看 杉山病院　　　

草皆　　　希 看 市立秋田総合病院

佐々木亜希子 看 平鹿総合病院 ★印：委員長
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私には、４匹の犬がいます。名前はルイジ（ミニチュアピンシャー）、
タロウ、エル、マリオ（ジャーマンポインター）です。私の趣味である
狩猟や山歩きの相棒であると共に、我が家では大切な家族でもありま
す。狩猟犬のため見た目の「かわいさ」にはちょっと遠い感じもあり
ますが頼れるかっこいい相棒としてはみんなピカイチです！
それぞれ来た時期が違いますが、お互い気遣ったり先輩犬が後輩犬

に教えたりまるで人みたいだなぁと感じます。根気よく後輩犬に教え
る姿や毎日のルーティンを欠かさない姿は逆に私が関心させられたり
して。スタッフや患者さんともペットの話題で盛り上がったり、話し
のきっかけになったりすることも多くあります。人との距離を縮めて
くれたり犬達がいたからこその体験ができたり・・・。４匹もいると
世話の焼けることも多いですが、愛犬達には感謝しつつこれからも相
棒として家族として仲良く楽しく過ごしたいと思います。

作り方
❶食パンをちぎり牛乳に浸します。（浸した後の牛乳はソースの材料にするので残しておきます。）浸している間に玉ね
ぎをフライパンでいため茶色くなるまで炒めます。この時に塩を少々加えます。
❷ボールにひき肉と❶の食パン・玉ねぎを加えてよく混ぜます。好みの大きさに合わせて、チーズを外にはみ出さない
よう包みます。
❸フライパンで❷を30秒ほど強火で焼き、３分ほど中～弱火で蒸します。できたら皿に盛りつけします。
❹❶で食パンを浸して残った牛乳を綺麗なフライパンにバターと片栗粉少量ずつを加えながら弱火でいため少しとろ
みがついたらソースの完成です。

Let's CookingLet's Cooking
市立秋田総合病院　池田 　航

わたる

チーズIN
ハンバーグ

レシピ
グ

市立横手病院　地主　 愛
あい

─ハンバーグ─
◎合挽ひき肉 •••••••••••••••••••••••••••約200g
◎玉ねぎ ••••••••••••••••••••••••••1/5カット分
◎食パン ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••約1枚
◎チーズ ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••約20g
◎牛乳 •••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••100ml
※ハンバーグのソースにも使います
◎塩 ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••少々
─ハンバーグソース─
◎片栗粉 •••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••少々
◎バター •••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••10g

　

材
料

））

I L VEペット
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堀井副知事あいさつ

2019 5.11土
秋田拠点センター
アルヴェ１F（きらめき広場）

会
場

秋田県民と集う

看護の日
フェア
実施報告

10：00～ 10：10  開会挨拶：秋田県看護協会 会長　髙島 幹子
 挨　　拶：秋田県
10：10～ 10：35 講演１：

「脱・メタボリックシンドロームでいきいき生活」
秋田赤十字病院 人間ドック健診情報管理指導士　松橋 利香子 氏

10：35～ 10：50  アトラクション
マッキーさんジャグリングショー

11：30～ 12：00 家庭看護実演コーナー
13：30～ 14：00 講演２：

「健康寿命から考える転倒防止」
秋田大学医学部附属病院 理学療法士　渡邉 基起 氏

14：10～ 14：30 アトラクション　
スティールパン演奏（ぱんだらけ）

●ステージイベント

まちの保健室 10：50～ 14：45

・健康相談 ( 血圧測定、血管年齢測定、体脂肪測定）
・乳がん自己検診　・口腔衛生相談　・薬の相談　・栄養相談　・メタボ問診　・認知症相談　　　
・家庭看護相談　・お酒との上手な付き合い方相談　・女性の悩み相談　・看護職就職相談
※アンケート記入ご協力の方へ協会記念グッズプレゼント！

「国際助産師の日」記念行事 10：50～ 14：45

ちびっこナース写真撮影コーナー 10：50～ 14：45

めんこい看護師になってみませんか！  

マッキーさん「アート風船」プレゼントコーナー 10：50～ 14：45

フェルトアクセサリーコーナー 10：50～ 14：45

講師：杉山病院 作業療法士　鈴木 ひろみ 氏 　

入場
無料

松橋さんのメタボに
ついての講演

髙島会長、ぱんだらけさんと
記念撮影

松橋さんのメタボについての講演松橋

渡邉さんの
転倒予防の講演

皆さん転倒予防の講演に集中しています

髙島会長あいさつ
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フェルトアクセサリー、人気のコーナーです！
家庭看護実演コーナー

ぱんだらけさんによるスティールパン演奏

マッキーさんジャグリングショー

将来、姉弟で看護師になるのかな？

国際助産師の日でもありました

調子はどうかな？

♛１位　ポスター……………………………………………… 67名
♛２位　新聞 …………………………………………………… 55名
♛３位　チラシ ………………………………………………… 32名
♛４位　市報や広報 ………………………………………… 23名
♛５位　その他 ………………………………………………… 21名

♛１位　まちの保健室 …………………………………… 160名
♛２位　マッキ―さん ……………………………………… 20名
♛３位　ちびっこナース …………………………………… 19名
♛４位　家庭看護実践・相談 …………………………… 12名
♛５位　看護就業相談 ………………………………………… 3名

●10時から各ブースを体験できるとよかった。
●説明下さる皆さんが優しくいろいろ質問しやす
かった。

●毎年結果を比べられてすごくいい。
●生きているまで来ます。
●一年の楽しみです。
●子供が楽しめてよかった。
●講演時の映像があればよかった。
●骨密度測定あるとよかった。
●一年に一度「からだ」と「こころ」のメンテナンス
に良い企画です

●口腔衛生相談、認知症相談ではすごく丁寧に教
えていただき充実感をいただきました。

●新しい情報を知ることができた。
●自分の普段の生活を振り返る良い機会になった。
●運動、食事習慣をもう一度振り返ってみたいと
思う。

●無料で血管年齢や体脂肪が測定できるのがとて
も良いと思います。

●いつも気にしている血管年齢をやってもらっ
て、よくなかったので栄養相談もできてとても
勉強になった。

●街中で気軽に体験出来てよかったです。

「看護の日」フェア
ご来場者の声

0
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20

30

40

50

60

80以上70605040302010 （代）

（人）

55
22

1818 2121

1010

4242
4848

3535

アンケートにご協力頂いた方々の年代

どのコーナーがよかったと思いますか

「看護の日」フェアは何で知りましたか

姉妹ではい、ポーズ！

血管年齢測定に皆さんドキドキ…巡回中の、んっだちをパシャリ

「看護の日」フェア アンケート結果

ーですーです！です！

マッキーさんのアート風船
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車イスのフットレストに
よる外傷
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医療者が患者を支えて車イス
へ、または車イスから移乗した際、
患者の下肢がフットレストに接触
して外傷を生じた事例が18件報
告されています。皮膚が脆弱な患
者さんの場合、皮膚損傷の可能性
が高まります。

医療機能評価機構安全情報より抜粋

事務局からのお知らせ

事例１の
イメージ 

開催日時

令和元年

7/29㊊
10：00～16：00

●会　　場：秋田県総合保健センター ２階 第１研修室
●テ ー マ：自分の保健師としてのキャリアをデザインしてみよう
 ～自治体保健師の標準的キャリアラダーを活用して～
●講　　師：武蔵野大学 看護学部 教授 中板 育美 氏
●対 象 者：秋田県内在住の保健師（会員・非会員）30名
●参 加 費：無料
●申し込み：お申し込みされた方は全員受講できます。受講決定通知は送付しません。

保健師職能交流会

開催日時

令和元年

8/17㊏
13：00～16：00

●会　　場：秋田拠点センターアルヴェ きらめき広場
●テ ー マ：病気になっても、自分らしく過ごしたいところで、安心して暮らすために
 ～介護予防から看取りまでを考える～
●講　　師：秋田看護福祉大学 看護福祉学部 看護学科 教授 佐藤 純子 氏
 シンポジスト５名
●対 象 者：医療・介護・福祉等の従事者、一般の方 約150人程度
●参 加 費：無料
●お申し込みは必要ございません。当日会場へお越しください。

県民と集う訪問看護フォーラム

開催日時

令和元年

8/29㊍
10：00～16：00

●会　　場：秋田県総合保健センター ５階 第１研修室
●テ ー マ：周産期メンタルヘルス～産前にどこまで支援ができるのか～
●講　　師：中通総合病院 神経精神科長 石川 博康 氏
●対 象 者：助産師・助産師学生 30名
●参 加 費：無料
●申し込み：お申し込みされた方は全員受講できます。受講決定通知は送付しません。

助産師職能交流会
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開催日時

令和元年

8/31㊏
13：00～16：30

●会　　場：能代厚生医療センター
●テ ー マ：多職種が地域でつながる在宅ケアのあり方
 ～地域での療養の継続をどのように支えていきたいですか～
●講　　師：秋田県医師会 副会長 伊藤 伸一 氏 情報提供者３名
●対 象 者：看護職 40名
●参 加 費：無料
●申し込み：お申し込みされた方は全員受講できます。受講決定通知は送付しません。

看護師職能交流会

開催日時

令和元年

9/27㊎
17：30～19：30

●会　　場：能代厚生医療センター
●テ ー マ：地域包括ケアシステムに向けた、医療、介護、福祉の連携について
●講　　師：医師、退院調整看護師、介護支援専門員又は保健師、介護福祉士、訪問看

護師等
●対 象 者：医療・介護・福祉等の従事者、一般の方 約100人程度
●申し込み：お申し込みされた方は全員受講できます。受講決定通知は送付しません。

地区での出前講座

開催日時

令和元年

11/22㊎
13：00～16：00

●会　　場：にぎわい交流館AU ４階 研修室
●テ ー マ：看護職が働き続けられる職場づくり
 ～ヘルシーワークプレイスを目指して～
●講　　師：社会保険労務士又は識者を予定
●対 象 者：医療機関、福祉施設関係者 50名
●申し込み：お申し込みされた方は全員受講できます。受講決定通知は送付しません。

看護職の就労環境改善のための研修

開催日時

令和元年

11/8㊎
10：00～15：30

●会　　場：にぎわい交流館AU ３階 多目的ホール
●テ ー マ：認知症ケア最前線
●ね ら い：認知症におけるケアの最前線を学び、日々のケアに活かすことができる
●講　　師：大阪大学大学院 医学系研究科 准教授 山川 みやえ 氏
●対 象 者：会員・非会員・看護学生 300名
●参 加 費：会員 3,000円　非会員 5,000円　看護学生 1,000円 　（いずれも消費税別途）
●申し込み： 申込書Aに必要事項を記入し、９月２日（月）までに秋田県看護協会事業部

事業係へお申し込みください。

第46回秋田県看護学会

秋田県ナースセンターでは離職しているみなさんの再就業のための研修会を行ないます。

■Ⅰ講 義 研 修 ８月27日㈫　9：45～ 16：00 １．看護の動向　２．感染管理
 ８月28日㈬　9：50～ 16：00 １．看護倫理　　２．医療安全

[場  所 ] 秋田市にぎわい交流館AU
■Ⅱ充 実 型 研 修 協力病院と調整の上、７日間の実務研修を実施します。

■Ⅲ短期一体型研修 受講者・協力病院と調整し５日間の研修を実施します。
＊詳細は秋田県ナースセンターまでお問合せください。（TEL：018 - 8 3 2 - 8 810）

再就業研修のお知らせ
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編 集 後 記
照りつけるような太陽が眩しい季節とな
りました。体調管理をしっかり行い熱中症
に気を付けていきたいものです。
さて令和という新しい時代となり今年度
第1号の「看護あきたVol.136」を発行す
ることができました。新しい委員も加わり、
新メンバーで新たな気持ちで精一杯力を合
わせて魅力のある「看護あきた」を作って
いきたいと思います。
皆様からのご意見・ご感想をお待ちして
おります。（記：広報委員　佐々木　亜希子）

秋田大学から推薦されました医学部保健学
科看護学専攻の安藤綾華さんに髙島会長より
表彰等を授与しました。（平成31年３月21日）今
後のご活躍を期待しております。

平成30年度 優秀学生賞

求職・求人等看護のお仕事相談、先ずは秋田県ナースセンターへご相談ください！
■相 談 日 月曜日～金曜日、第２・第４土曜日
■相談時間 9：00～ 16：00
  秋田アトリオンビル１F　TEL：018-832-8810

秋田県ナースセンターからのお知らせ

■目　　的 患者・家族に必要なエンド・オブ・ライフ・ケアを包括的に学習し、
ケアの質向上を図る

■日　　時 令和元年10月５･６日（土・日）　９：00～17：50（予定）
■場　　所 秋田大学大学院医学系研究棟講義室
■応募方法 秋田県緩和ケア研究会ホームページをご参照ください
 http://akita-kanwacare.com/
■お問い合わせ先
 itotomo@hs.akita-u.ac.jpまたは0 1 8-8 8 4-6 5 1 9（秋田大学 臨床看護学講座　伊藤） 

へご連絡願います

■応募期間 ７月29日（月）～８月19日（月）
■後　　援 公益社団法人秋田県看護協会、秋田県緩和ケア研究会　ほか

第12回 秋田ELNEC-Jコアカリキュラム看護師
教育プログラム 参加者募集


